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新機能と更新情報 
次の表は、この最新リリースまでの主な変更点の概要を示したものです。ただし、今リリースまで

の変更点や新機能の一部は表に記載されていません。 
 

リリース バージョ

ン 
特長 説明 

NDFC リリース 
12.1.3 

整理し直したコン

テンツ 
このドキュメント内のコンテンツは元来 『Cisco NDFC-
Fabric Controller Configuration Guide』  または 『Cisco 
NDFC-SAN Controller Configuration Guide』 で提供され

ました。 
リリース 12.1.3 以降、このコンテンツは現在、このドキュメ

ントでのみ提供されており、これらのドキュメントでは提供

されなくなっています。 
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クラシック LAN ファブリックの作成 
このトピックでは、データ センター VXLAN EVPN テンプレートを使用して新しい VXLAN EVPN 
ファブリックを作成する方法について説明し、IPv4 アンダーレイについて説明します。IPv6 ア
ンダーレイサポートの詳細については、[Cisco NDFC ファブリックコントローラ構成ガイド

（Cisco NDFC Fabric Controller Configuration Guide）]の[イージー ファブリックの IPv6 アンダー

レイ サポート（IPv6 Underlay Support for Easy Fabric）]を参照してください。 

1.   [ローカルエリアネットワーク ファブリック（LAN ファブリック）] ページ に移動します： 
 

[ローカルエリアネットワーク（LAN）] > [ファブリック（Fabric）] 
 

2. [アクション（Action）] > [ファブリックを作成（ Create Fabric）]をクリックします。 
 

[ファブリックの作成（Create Fabric）] ウィンドウが表示されます。 
 

3. [ファブリック名（Fabric Name）] フィールドにファブリックの一意の名前を入力し、[ファブリ

ックの選択（Choose Fabric）] をクリックします。  
 

使用可能なすべてのファブリック テンプレートのリストが表示されます。 
 

4. ファブリック テンプレートの使用可能なリストから、クラシック LAN テンプレートを選択し、

[選択（Select）] をクリックします。  

5. ファブリックを作成するために必要なフィールド値を入力します。 
 

画面のタブとそのフィールドについては、次のセクションで説明されています。オーバーレイ

およびアンダーレイ ネットワーク パラメータは、これらのタブに含まれています。 

◦ 一般的なパラメータ 

◦ 詳細設定 

◦ 関連資料 

◦ コンフィギュレーションのバックアップ 

◦ ブートストラップ 

◦ Flow Monitor 

6. 必要な構成が完了したら [保存（Save）] をクリックします。 

◦ [ファブリック（Fabric）] をクリックして、スライドイン ペインに概要を表示します。 

◦ [起動（Launch）] アイコンをクリックして、[ファブリックの概要（Fabric Overview）]を表示

します。 
 

一般的なパラメータ 
デフォルトでは、[全般パラメータ（General Parameters）] タブが表示されます。次のテーブルにこ

のタブのフィールドが説明されています。 
 

フィールド 説明 

ファブリック モニター 
モード 

ファブリックのみをモニターし、構成を展開しない場合は、このチェッ

クボックスをオンにします。 
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フィールド 説明 

パフォーマンス モニタ

リングを有効化  
ファブリックのパフォーマンスをモニタするには、このチェックボックス

をオンにします。 
 

次の作業：必要に応じて別のタブで構成を完了するか、このファブリックに必要な設定が完了した

ら [保存（Save）] をクリックします。  
 

高度 
次のテーブルに[詳細（Advanced）] タブのフィールドが説明されています。ほとんどのフィー

ルドは、シスコが推奨するベスト プラクティスの構成に基づいて自動的に生成されますが、必要

に応じてフィールドを更新できます。 
 

フィールド 説明 

電源モード 適切な電源モードを選択します。 

MPLS ハンドオフの有効

化 
MPLS ハンドオフ機能を有効にするには、このチェックボックスをオンに

します。 

アンダーレイ  
MPLS ループバック識別

子  

ループバック識別子を指定しますデフォルト値は 101 です。 

 AAA  
IP 認証を有効化しま

す。 

IP 認証がリモート認証サーバーで有効になっている場合に、AAA IP 認
証を有効にします。これは、スイッチにアクセスできる IP アドレスを

顧客が厳密に制御できるシナリオで Nexus ダッシュボード ファブリッ

ク コントローラ をサポートするために必要です。 

トラップ ホストとして

の NDFC の有効化 
SNMP トラップの接続先として Nexus ダッシュボード ファブリック コン

トローラを有効にするには、このチェックボックスをオンにします。通

常、ネイティブHA Nexusダッシュボードファブリックコントローラの導

入では、eth1 VIP IPアドレスがスイッチのSNMPトラップ宛先として設定

されます。デフォルトでは、このチェックボックスは有効になっていま

す。 

ブートストラップされ

たスイッチの 
 CD P 
の有効化 

管理インターフェイスで CDP を有効化します。 

NX-API を有効化 HTTPS での NX-API の有効化を指定します。 

NX-API  HTTPS  ポー

ト 
数量 

[NX-APIの有効化（Enable NX-API）] オプションが有効になっている場

合、フィールドがアクティブになります。  
 
NX-API HTTPS ポート番号を入力します。デフォルト値は 443 です。 
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HTTP NX-API を有効化 HTTP での NX-API の有効化を指定します。HTTP を使用するには、[NX-
API の有効化（Enable NX-API）] チェック ボックスをオンにします。こ

のチェックボックスは、デフォルトでオンになっています。このチェック

ボックスをオフにすると、エンドポイント ロケータ（EPL）、レイヤ 4～
レイヤ 7 サービス（L4〜L7 サービス）、VXLAN OAM など、NX-API を
使用し、Cisco Nexus ダッシュボード ファブリック コントローラ がサポ

ートするアプリケーションは、HTTP ではなく HTTPS の使用を開始しま

す。 
 

 [NX-API の有効化（Enable NX-API）] チェックボックス
をオンにし、  
 [HTTP での NX-API の有効化（Enable NX-API on 
HTTP）] チェックボックスをオンにすると、アプリ
ケーションは HTTP を使用します。 
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フィールド 説明 

NX-API HTTP ポー

ト 
数量 

[HTTP NX-APIの有効化（Enable NX-API）] オプションが有効になってい

る場合、フィールドがアクティブになります。  
 
NX-API HTTPS ポート番号を入力します。デフォルト値は 80 です。 

インバンド管理 クラシック ローカル エリア ネットワーク（LAN）ファブリックの場合、

このノブを使用すると Nexus ダッシュボード ファブリック コントローラ

は、インバンド接続（スイッチ ループバック、ルーテッド、または SVI イ
ンターフェイス経由で到達可能）でのスイッチのインポートおよび管理が

可能になり、またアウトオブバンド接続（スイッチ mgmt0 インターフェ

イス経由で到達可能）でのスイッチの管理が可能になります。唯一の要件

は、インバンド管理対象スイッチの場合、 Nexus ダッシュボード ファブ

リック コントローラから Nexus ダッシュボード データを介してスイッチ

に IP が到達可能であることです。インバンド管理を有効にした後、検出中

に、インバンド管理を使用してインポートするすべてのスイッチの IP を指

定し、最大ホップ数を 0 に設定します。 Nexus ダッシュボード ファブリ

ック コントローラは、インバンド管理されたスイッチ IP が  Nexus ダッシ

ュボード データ インターフェイスを介して到達可能であるかを検証する事

前チェックを行います。事前チェックをパスすると、 Nexus ダッシュボー

ド ファブリック コントローラはインターフェイスが属する VRF に加え

て、指定された検出 IP を持つそのスイッチ上のインターフェイスを検出

し、学習します。スイッチのインポート/検出のプロセスの一部として、こ

の情報は Nexus ダッシュボード ファブリック コントローラに入力される

目的のベースラインにキャプチャされます。詳細については、『Cisco 
NDFC Fabric Controller Configuration Guide』の「 Inband Management in 
External Fabrics and LAN Classic Fabrics」を参照してください。 

 
ブートストラップまたは POAP は、アウトオブバンド接

続、つまりスイッチ mgmt0 を介して到達可能なスイッチ

でのみサポートされます。Nexus のさまざまな POAP サ
ービス 

  ダッシュボード ファブリック コントローラ
は、通常、eth1 またはアウトオブバンド インターフェイ
スにバインドされます。Nexus ダッシュボード ファブリ
ック コントローラ eth0 / eth1インターフェイスが同じIP
サブネットに 
存在するシナリオでは、POAPサービスは両方のインタ

ーフェイスにバインドされます。 

高精度時間プロトコル

（PTP）を有効化 
ファブリック全体で PTP を有効化にします。このチェックボックスを

チェックすると、PTP はグローバルで、およびコア向きのインターフ

ェイスで有効化されます。また、[PTP 送信元ループバック ID（PTP 
Source Loopback Id）] および [PTP ドメイン ID（PTP Domain Id）] 
フィールドが編集可能になります。詳細については、『Cisco NDFC フ
ァブリック コントローラ構成ガイド』の「Easy ファブリックの精密時

間プロトコル」を参照してください。 
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フィールド 説明 

PTP送信元ループバッ

ク識別子 
すべての PTP パケットの送信元 IP アドレスとして使用されるループバッ

ク インターフェイス ID ループバックを指定します。有効な値の範囲は 0 
～ 1023 です。PTP ループバック ID を RP、ファントム RP、NVE、または 
MPLS ループバック ID と同じにすることはできません。そうでない場合

は、エラーが生成されます。PTP ループバック ID は、BGP ループバック

または Nexus ダッシュボード ファブリック コントローラから作成された

ユーザー定義ループバックと同じにすることができます。 

構成を展開中に PTP ループバック識別子が見つからない場合は、次のエ

ラーが生成されます： 

PTP 送信元 IP に使用するループバック インターフェイスが見つかりませ

ん。PTP 機能を有効にするには、すべてのデバイスで PTP ループバック 
インターフェイスを作成します。 

PTP ドメイン識別子 単一のネットワーク上の PTP ドメイン ID を指定します。有効な値の範囲

は 0 ～ 127 です。 

ファブリック フリー

フォーム 
この自由フォームフィールドを使用して、外部ファブリックで検出され

たすべてのデバイスに構成をグローバルに適用できます。 

AAA フリーフォーム構

成 
AAA 自由形式の構成を指定します。 

 

次の作業：必要に応じて別のタブで構成を完了するか、このファブリックに必要な設定が完了した

ら [保存（Save）] をクリックします。  
 

リソース 
[リソース（Resources）] タブのフィールドについては、次の表で説明します。ほとんどのフィ

ールドは、シスコが推奨するベスト プラクティスの構成に基づいて自動的に生成されますが、必

要に応じてフィールドを更新できます。 
 

フィールド 説明 

サブインターフェイス 
 Dot1q 
範囲 

L3 サブインターフェイスを使用する場合のサブインターフェイスの範囲

を指定します。 

アンダーレイ 
 MPL
S ループバック IP 範囲  

アンダーレイ MPLS ループバック IP アドレス範囲を指定します。 
 
アンダーレイ ルーティング ループバックとアンダーレイ MPLS ループバ

ック IP 範囲は一意の範囲である必要があります。他のファブリックの IP 
範囲と重複しないようにしてください。重複すると、VPNv4 ピアリングが

起動しません。 
 
次の作業：必要に応じて別のタブで構成を完了するか、このファブリックに必要な設定が完了した

ら [保存（Save）] をクリックします。  
 

構成 バックアップ 
[構成バックアップ（Configuration Backup）] タブのフィールドについては、次の表で説明しま
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す。ほとんどのフィールドは、シスコが推奨するベスト プラクティスの構成に基づいて自動的に

生成されますが、必要に応じてフィールドを更新できます。 
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フィールド 説明 

毎時ファブリックバッ

クアップ 
ファブリック構成とインテントの毎時バックアップを有効にします。 

時間単位のバックアップは、その時間の最初の 10 分間にトリガーされま

す。 

スケジュール済み フ

ァブリック バックアッ

プ 

毎日のバックアップを有効にします。このバックアップは、構成のコン

プライアンスによって追跡されないファブリック デバイスの実行構成

の変更を追跡します。 

予定時刻 スケジュールされたバックアップ時間を 24 時間フォーマットで指定し

ます。[スケジュール済みファブリック バックアップ（Scheduled 
Fabric Backup）] チェックボックスをオンにすると、このフィールドが

有効になります。 

両方のチェックボックスをオンにして、両方のバックアップ プ

ロセスを有効にします。[保存（Save）]をクリックすると、バ

ックアップ プロセスが開始されます。 

スケジュールされたバックアップは、指定した時刻に最大 2 分の遅延で

トリガーされます。スケジュールされたバックアップは、構成の展開ス

テータスに関係なくトリガーされます。 

NDFC で保持されるファブリック  バックアップの数は、 [設定

（Settings）] [サーバー設定（Server Settings）] [LAN ファブリック

（ LAN Fabric） ] [ ファブリックあたりの最大バックアップ数

（Maximum Backups per Fabric）] によって決定されます。 

保持できるアーカイブ ファイルの数は、[サーバー プロパティ（Server 
Properties）] ウィンドウの [保持するデバイスあたりのアーカイブ フ
ァイル数（# Number of archived files per device to be retained:）] フ
ィールドで設定します。 

 
即時バックアップをトリガーするには、次の手順

を実行します。 
 

1.[LAN] > [トポロジ（Topology）] を選択します。 

 2. 特定のファブリック ボックス内をクリックします。[ファ
ブリック トポロジ（fabric topology）] 画面が表示さ
れます。 

3. 画面左側の [アクション（Actions）] ペインで、[ファ

ブリックの再同期（Re-Sync Fabric）] をクリックしま

す。 
 
ファブリック トポロジ ウィンドウでファブリック バックアップを開始

することもできます。[アクション（Actions）] ペインで [今すぐバック

アップ（Backup Now）] をクリックします。 
 

次の作業：必要に応じて別のタブで構成を完了するか、このファブリックに必要な設定が完了した

ら [保存（Save）] をクリックします。  
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ブートストラップ 
次の表では、[ブートストラップ（Bootstrap）] タブのフィールドについて説明します。ほとんど

のフィールドは、シスコが推奨するベスト プラクティスの構成に基づいて自動的に生成されます

が、必要に応じてフィールドを更新できます。 
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フィールド 説明 

ブートストラップの有効化 ブートストラップ機能を有効にします。ブートストラップを使用

すると、新しいデバイスを day-0 段階で簡単にインポートし、既

存のファブリックに組み込むことができます。ブートストラップ

は NX-OS POAP 機能を活用します。 

Cisco NDFC リリース 12.1.1e 以降、スイッチを追加し、POAP 
機能を使用するには、[ブートストラップを有効にする（Enable 
Bootstrap）] および [ローカル DHCP サーバーを有効にする

（Enable Local DHCP Server）] チェック ボックスをオンにし

ます。詳細については、『 Cisco NDFC-Fabric Controller 
Configuration Guide』の「Inband Management and Inband 
POAP in Easy Fabrics」を参照してください。  

ブートストラップをイネーブルにした後、次のいずれかの方法を

使用して、DHCP サーバで IP アドレスの自動割り当てをイネーブ

ルにできます。 

• [外部 DHCP サーバー（External DHCP Server）]：[スイッ

チ管理デフォルト  ゲートウェイ（Switch Mgmt Default 
Gateway）] および [スイッチ管理 IP サブネット プレフィッ

クス（Switch Mgmt IP Subnet Prefix）] フィールドに外部 
DHCP サーバーに関する情報を入力します。 

• [ローカル DHCP サーバー（Local DHCP Server）]：[ローカル 
DHCP サーバー（Local DHCP Server）] チェックボックスをオ

ンにして、残りの必須フィールドに詳細を入力します。 

インバンド POAP の有効化 インバンド POAP を有効にするには、このチェック ボックスを

オンにします。 

 

 この オプションを有効にするに

は、[インバンド管理（Inband Mgmt）] を 
[詳細（Advanced）] タブで有効にする必要が

あります。      

ローカル DHCP サーバーの有効

化  
ローカル DHCP サーバを介した自動 IP アドレス割り当ての有効

化を開始するには、このチェックボックスをオンにします。この

チェックボックスをオンにすると、[DHCP スコープ開始アドレス

（DHCP Scope Start Address）] および [DHCP スコープ終了ア

ドレス（DHCP Scope End Address）] フィールドが編集可能にな

ります。 

このチェックボックスをオンにしない場合、Nexus ダッシュボー

ド ファブリック コントローラは自動 IP アドレス割り当てにリモ

ートまたは外部DHCPサーバを使用します。 
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DHCP バージョン このドロップダウンリストから [DHCPv4] または [DHCPv6] を選

択します。[DHCPv4] を選択すると、[スイッチ管理 IPv6 サブネ

ット プレフィックス（Switch Mgmt IPv6 Subnet Prefix）] フィ

ールドは無効になります。DHCPv6 を選択すると、[スイッチ管理 
IP サブネット  プレフィックス（Switch Mgmt IP Subnet 
Prefix）] は無効になります。 
 

Cisco Nexus 9000 および 3000 シリーズ スイッチ

は、スイッチが  

  レイヤ 2 に隣接（eth1 またはアウトオブ
バンドサブネットは /64 である必要がある）、また
は 一部の IPv6/64   
サブネットに存在する L3 に隣接している場合にの

みサポートします。/64 以外のサブネット プレフィ

ックスはサポートされません。 

フィールド 説明 

DHCP 範囲開始アドレス 
および DHCP 範囲終了アドレス 

スイッチ アウトオブバンド POAP に使用される IP アドレス範囲

の最初と最後の IP アドレスを指定します。 

スイッチ管理デフォルトゲート

ウェイ 
スイッチの管理 VRF のデフォルト ゲートウェイを指定しま

す。 

スイッチ管理 IP サブネット プレ

フィックス 
スイッチの Mgmt0 インターフェイスのプレフィックスを指定

します。プレフィックスは 8 ～ 30 の間である必要がありま

す。 

DHCP 範囲および管理デフォルト ゲートウェイ IP アドレスの仕

様（DHCP scope and management default gateway IP address 
specification）：管理デフォルト ゲートウェイ IP アドレスを 
10.0.1.1 に、サブネット マスクを 24 に指定した場合、DHCP 範
囲が指定したサブネット、10.0.1.2 ～ 10.0.1.254 の範囲内である

ことを確認してください。 

AAA 構成の有効化 ブートストラップ後のデバイス起動構成の一部として [管理可能性

（Manageability）] タブから AAA 構成を含めます。 
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ブートストラップ フリーフォ

ーム 構成 
（オプション）必要に応じて追加のコマンドを入力します。た

とえば、デバイスにプッシュするいくつかの追加の設定が必要

であり、ポスト デバイス ブートストラップが使用可能である場

合、このフィールドでキャプチャして要求のとおりに保存する

ことが可能です。デバイスの起動後、[ブートストラップ フリー

フォームの構成（Bootstrap Freeform Config）] フィールドで

定義された構成を含めることができます。 

running-config をコピーして  [ フリーフォームの設定

（freeform config）] フィールドに、NX-OS スイッチの実行設

定に示されているように、正しいインデントでコピーアンドペ

ーストします。freeform config は running config と一致する必

要があります。詳細については、Cisco NDFC ファブリックコ

ントローラ構成ガイドのファブリック スイッチでのフリーフォ

ーム設定の有効化を参照してください。 

DHCPv4 マルチサブネット範囲 1 行に 1 つのサブネット範囲を入力して、フィールドを指定しま

す。[ローカル DHCP サーバーの有効化（Enable Local DHCP 
Server）] チェックボックスをオンにすると、このフィールドは

編集可能になります。 

範囲の形式は次のように定義される必要があります： 
 
[DHCP スコープ開始アドレス、DHCP スコープ終了アドレス、

スイッチ管理デフォルト ゲートウェイ、スイッチ管理サブネッ

ト プレフィックス（DHCP Scope Start Address, DHCP Scope 
End Address, Switch Management Default Gateway, Switch 
Management Subnet Prefix）] 

例：10.6.0.2、10.6.0.9、16.0.0.1、 24 
 

次の作業：必要に応じて別のタブで構成を完了するか、このファブリックに必要な設定が完了した

ら [保存（Save）] をクリックします。  
 

Flow Monitor 
[フロー モニター（Flow Monitor）] タブのフィールドについては、次の表で説明します。ほとん

どのフィールドは 
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Cisco が推奨するベスト プラクティスの構成に基づいて自動的に生成されますが、必要に応じ

てフィールドを更新できます。 
 

フィールド 説明 

NetFlow を有効にする このチェック ボックスをオンにして、このファブリックの VTEP 
で Netflow を有効にします。デフォルトでは、Netflow は無効に

なっています。有効にすると、NetFlow 設定は、NetFlow をサポ

ートするすべての VTEPS に適用されます。 
 

ファブリックで NetFlow が有効になっている場
合、 
 ダミーの no_netflow PTI を使用して、特定のスイッ
チで Netflow を使用しないように選択することが
できます。 

 
netflow がファブリック レベルで有効になっていない場合、イ

ンターフェイス、ネットワーク、または vrf レベルで netflow を
有効にすると、エラー  メッセージが生成されます。Cisco 
NDFC の NetFlow サポートの詳細については、『Cisco NDFC 
Fabric Controller Configuration Guide 』 の 「 Netflow 
Support」を参照してください。  

 
[ネットフロー エクスポータ（Netflow Exporter）] エリアで、[アクション（Actions）] > [追加

（Add）] の順にクリックして、1 つ以上の Netflow エクスポータを追加します。このエクスポー

タは、NetFlow データの受信側です。この画面のフィールドは次のとおりです。 

• [エクスポータ名（Exporter Name）] - エクスポータの名前を指定します。 

• [IP] - エクスポータの IP アドレスを指定します。 

• [VRF] - エクスポータがルーティングされる VRF を指定します。 

• [送信元インターフェイス（Source Interface）] - 送信元インターフェイス名を入力します。 

• [UDP ポート（UDP Port）] - Netflow データがエクスポートされる UDP ポートを指定します。 
 

[保存（Save）] をクリックしてエクスポータを構成します。[キャンセル（Cancel）] をクリック

して破棄します。既存のエクスポータを選択し、[アクション（Actions）] > [編集（Edit）] また

は [アクション（Actions）] > [削除（Delete）] を選択して、関連するアクションを実行すること

もできます。 

[ネットフロー レコード（Netflow Exporter）] エリアで、[アクション（Actions）] > [追加（Add）] 
の順にクリックして、1 つ以上のネットフロー レコードを追加します。この画面のフィールドは次の

とおりです。 

• [レコード名（Record Name）] - レコードの名前を指定します。  

• [レコード テンプレート（Record Template）] - レコードのテンプレートを指定します。レコード 
テンプレート名の 1 つを入力します。リリース 12.0.2 では、次の 2 つのレコード テンプレートを

使用できます。カスタム Netflow レコード テンプレートを作成できます。テンプレート ライブラ

リに保存されているカスタム レコード テンプレートは、ここで使用できます。 

◦ netflow_ipv4_record - IPv4 レコード テンプレートを使用します。 

◦ netflow_l2_record - レイヤ 2 レコード テンプレートを使用します。 
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• [Is Layer2 Record] - レコードが Layer2 Netflow の場合は、このチェック ボックスをオンにし

ます。 
 

[保存（Save）] をクリックしてレポートを構成します。[キャンセル（Cancel）] をクリックして破

棄します。既存のレコードを選択し、[アクション（Actions）] > [編集（Edit）] または [アクショ

ン（Actions）] > [削除（Delete）] を選択して、関連するアクションを実行することもできます。 

[Netflow モニター（Netflow Monitor）] 領域で、[アクション（Actions）] > [追加（Add）] の順に

クリックして、1 つ以上の Netflow モニタを追加します。この画面にある 
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フィールド： 
 

• [モニタ名（Monitor Name）] - モニタの名前を指定します。 

• [レコード名（Record Name）] - モニタのレコードの名前を指定します。 

• [エクスポータ 1 の名前（Exporter1 Name）] - ネットフロー モニタのエクスポータの名前を指定

します。 

• [エクスポータ 2 の名前（Exporter2 Name）] -（オプション）ネットフロー モニタの副次的な

エクスポータの名前を指定します。 

各 netflow モニタで参照されるレコード名とエクスポータは、「Netflow レコード（Netflow 
Record）」と「Netflow エクスポータ（Netflow Exporter）」で定義する必要があります。 

[保存（Save）] をクリックして、モニタを構成します。[キャンセル（Cancel）] をクリックして

破棄します。既存のモニタを選択し、[アクション（Actions）] > [編集（Edit）] または [アクショ

ン（Actions）] > [削除（Delete）] を選択して、関連するアクションを実行することもできます。 

次の作業：必要に応じて別のタブで構成を完了するか、このファブリックに必要な設定が完了した

ら [保存（Save）] をクリックします。  
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